



















節目となっている。1990 年代半ば過ぎの大きな変化を第一次 ICT 革命
と呼んでいる。1990 年代半ばまでの ICT は、大型のコンピュータやサ
ーバを前提とし、企業向け、通信は有線で固定電話による電話が主体








　Xerox 社の Mark Weiser は、1988 年に 21 世紀のコンピュータ環境



















ICT 革命に対し、第二次 ICT 革命と呼びうるユビキタスネットワーク
社会への移行は、2010 年頃から徐々に 10 〜 20 年のオーダで進展する
と考えられる。
　ユビキタスネットワーク社会では、多様な端末を通したきめ細かな
















く、通信距離の短い方から、短距離無線／無線 PAN（Personal Area 
Network）、無線 LAN（Local Area Network。WiFi とも呼ばれる）、
無線 MAN（Metropolitan Area Network。WiMAX とも呼ばれる）、







（2010 年時点における携帯電話網の最高速度の約 15 倍）以上の通信速

























































込んだ、真の ‘ ユビキタスネットワーク社会 ’ へと発展し、私達人間一
人一人に対するきめ細かなサービスの実現が期待される。
（平成 23 年 5 月 30 日）
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